
0従来の塩水、塩酸等によるサ ビ発生法

に代る安全で経済的な促進斉」です。

O PH/7.5(中 1生)
0水で10倍に希釈 してスプレー して下さ

い。一晩～早晩で摩擦係数0.45以上が

得 られます。

一一 サビ発生促進斉瑾
最近の建設業界の工期短縮に伴ない、納期のない鉄骨が魂、えつつあるよ

うです。今までは、広大な敷地に、雨ざらしにする日数もありましたが、

組立てればすぐ、納入する工事が二、えていることでしょう。雨ざらしに

すれば、当然穴明部もサビが発生 し、ハイテンポル トの締めつけもスム

ースに、良い状態に締めつけられました。

サビていない状態で、締めるわけにはいきません。

本品は、納期のない工事あるい|ま 、雨ざらしにする敷i也 も少なivヽ 、納入

先からは、ハイテンポル トの締めつけは、穴明部が、サビていること力̀

要望されているユーザーに、大へん便利なサビ発生斉1です。

特 徴            t
Oス プレー(ハ ケ)でサビを発生させたいところへ噴霧して下さい。
01～ 3時「H5で発生します。一夜放置すると完全です。
Oサ ピ発生後、水洗の必要ありません。
O塗装可能です。

早期納入・確実なポルド穴・水洗不用・作業性高上

使用液一一水溶性 水で5～ 101音 に希釈して、スプレー又はハケ塗 り。

性 状一―無亀無臭透EIn液体。PH7.5(中 性).界面活性斉」.

適 用丁~鉄、鉄合金、銅、銅合金。

荷 姿一-1ダース (1′ 入り12本 )
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物質の特定

単一製品・混合物の区別 :混合物
I     成分 :無機塩類
r           界面活性剤

水分
化学式又は構造式 :特定できない ,
官報公示整理番号 :(化審法)1-218

CASN●. 712125-o2-9

国連分類 :該当なし

国連番号「該当なし

成r百 軍
~雨
輌両雨戸―

―

10%程度
5%以下
85%以上

P ttI R:該当なし
危険有書性の分類
腐食・刺激性 ;分類基準に該当しない。
危険性 ;通常では安定な物軍でぁるが、混合すると危険な物質が数種ある。
また、強熱すると分解して有書ガスを発生する。

有書性 ;目を強く束J激する。経口毒性は低いが、血液への注人はかなり強い
毒性を示す。         '

救急措置

皮膚や眼についた場合直ちに流水で十分に洗い、もしTll数が残ってぃれば、医師の手当を受ける:

多量に飲用すると、吐き気、嘔吐、ァシドシスを超こすので、直ちに水を飲ま善薄
医師の手当を受けさせる。

め、_き出させるとともに、
火災時の繕壼
消化方法 ;燃焼の可能性は低いが、周辺火災により加熱されると、分解し有毒ガス~ ― ' ′口 ′●■ V 口 ¬r′γ ^を発生する■とがあるので、速やかに容器を安全な場所に移す。移動不請 坐 ふ LA :■   
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帰洩時の措置
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容器の破損を防ぐ。

少量ごぼれた場合は、おが層や、珪藻土をかけ、染み込ませる。ないしは、捕集剤JL浩 ml _-1ぃ ,■    ″l_■ "ヽ●● …… … _    _を使用して回収し、化学物質声用の場所で処理する。百最こえ場』あ薦峯 |こ関して1■   2^‐ L恥 ___.__ . ュ `― ――

を選守すること。
取り扱い及び保管上の注意
取り扱い ;保護具を着用し、取扱後 |ま顔、手、日等を水洗する
保管 :冷暗所に保管すること。
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